
Julia and prince 2《ジュリアと王

おう

子

じ

様

さま

》  

 

Julia tried to run after the rabbit but her father didn’t let her go. 

ジュリアはそのウサギの後

あと

を追

お

いかけようとしましたが彼女

かのじょ

の父親

ちちおや

が行

い

かせませんでした。 

 

The rabbit looked back at her and smiled and waved good-bye to her and disappeared. 

そのウサギはうしろを振

ふ

り向

む

き，微

ほほ

笑

え

み，別

わか

れの合

あい

図

ず

として手

て

を振

ふ

り，姿

すがた

を消

け

しました。 

 

She noticed that the rabbit had a red-and-white jacket on with some marks on it. 

彼女

かのじょ

は何

なに

か印

しるし

のついた紅白

こうはく

のジャケットをウサギが着

き

ていたことに気

き

づきました。 

 

She thought that the marks were similar to the emblem of the kingdom. 

彼女

かのじょ

はその印

しるし

が王国

おうこく

の国

こく

章

しょう

とよく似

に

ていると思

おも

いました。 

 

Julia’s father was a priest and they had sometimes been invited to the ceremonies of the 

castle. 

ジュリアの父親

ちちおや

は神

しん

父

ぷ

さんで，彼

かれ

らは時

とき

々

どき

お城

しろ

の祭典

さいてん

に招

しょう

待

たい

されていました。 

 

One day, they were invited to a wedding of one of the members of the royal family and 

attended the party afterward. 

ある日

ひ

，彼

かれ

らは王族

おうぞく

の一人

ひ と り

の結婚式

けっこんしき

に招

しょう

待

たい

され，その後

あと

のパーティーに出

しゅっ

席

せき

しました。 

 

There at the party, she saw the rabbit! 

まさにそのパーティーで彼女

かのじょ

はウサギを見

み

かけました。 

 

She whispered, “Father! Look over there! That rabbit! That is the thief rabbit!” 

彼女

かのじょ

はささやきました。｢お父

とう

さん！あそこ見

み

て！あのウサギ！あれって泥棒

どろぼう

ウサギよ！｣ 

 

He smiled, “Oh, that! That is the rabbit the prince keeps.” 

彼

かれ

は微

ほほ

笑

え

みました。｢ああ，あれね！あれは王

おう

子

じ

様

さま

が飼

か

っているウサギだよ｣ 

 

“Oh, really? Then, the prince must be a bad guy, too.” 

｢へぇー，そうなの？それじゃあ，王

おう

子

じ

様

さま

も悪

わる

い人

ひと

に違

ちが

いないわね｣ 

 

“Hush! Hush! Hey, honey dear! Watch your mouth. Don’t say such a thing in this castle.” 

｢しっ！静

しず

かに！頼

たの

むから，口

くち

には気

き

をつけなさい。この城

しろ

ではそんなこと言

い

ってはならん

よ｣ 

 

Julia sneaked behind the rabbit and patted his shoulder. 

ジュリアはウサギの後

うし

ろにこっそり忍

しの

び込

こ

み，肩

かた

をたたきました。 

 

The rabbit turned around, and saw her say, “Hey, you thief rabbit. How are you today?” 

ウサギは後

うし

ろを振

ふ

り返

かえ

り彼女

かのじょ

が言

い

うのを見

み

ました。｢この泥棒

どろぼう

ウサギ！お元

げん

気

き

？｣ 
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He looked surprised and ran away. 

彼

かれ

は驚

おどろ

いた様

よう

子

す

で走

はし

り去

さ

りました。 

 

“Wait!” This time she ran after the rabbit. 

｢待

ま

って！｣ 今回
こんかい

は，彼女

かのじょ

はウサギの後

あと

を追

お

いかけていきました。 

 
 
Your homework this time is to read through this story aloud three times.  
If you need help, please ask your mother or father to help you read the story. 
I hope you will enjoy it. Thank you. You can download the voice file from Myrica’s 
website. 


